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平成２４年６月定例会一般質問表    
 

                            ６．７、８、１１                           

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

１ 

３ 

 

番 

 

 

舩 

 

山 

 

 

利 

 

美 

 

 

議 

 

員 

 

１．「教育のまちづくり」・社会教育全般について 

  

（１）青年・女性団体の組織化について 

市政方針の中で「公民館を受け皿に、青年・女性団体

を組織化する実施活動に移行する」とありますが、最近

の地域社会の多様化を鑑み、どこまで可能か、どの程度

のものが必要か、これまでの経緯やその達成状況等につ

いてお伺いします。 

 

（２）「教育日本一のまちづくり」を全国に発信する事業計

画書の活用について 

   昨年度、「教育日本一のまちづくり」を全国に発信す

る事業計画書が各公民館から出されました。中央公民館

を含め９事業の内、３事業を今年度に実践するとのこと

ですが、どのような予算措置で今後も活用し実践してい

くのかお伺いします。 

 

（３）地区公民館等の職員雇用関係及び労務管理について 

 

① 平成２３年度より市内の３公民館に「新採の係長レベ

ルでない優秀な人材」とのことで、一般職員が配属され

ましたが、職務や身分等は嘱託職員と同等なはずで、一

般職員にのみ時間外手当が支給されていることは社会

的見地から大きな疑問であり、嘱託職員への支給はなぜ

できないのかお伺いします。 

 

② 公民館は土日や祝祭日に行事が集中し、夜の会議も多

い特殊な職場ですが、昨年度までの状況として、代休は

全てその施設任せであり、管理職が不在の公民館など出

先の嘱託・臨時職員を誰がどのように労務管理をしてい

るのかお伺いします。 

 

 

 

市  長 

関係課長 



 ２ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

２ 

１ 

 

番 

 

 

白 

 

岩 

 

 

孝 

 

夫 

 

 

議 

 

員 

 

１．本市財政の見通しについて 

本市では平成２１～２３年度に中学校統合による校舎

改築や学校耐震化等の大型事業が行われ、市の財政状態

に対して市民の関心が高まっていることから、５月１６

日の市報においても市の財政状況についてのお知らせ記

事が掲載されました。さらにより一層の市民への周知を

図る趣旨で、現在の財政状況やこれまでの行財政改革の

取り組みの成果、財政計画の要となる長期的な人口の見

通し、今後長期的に必要と見込まれる公共建築物の建て

替え・改修等の予定、ならびにそれらを踏まえた上での

長期財政見通しとその市民への周知方法などについて、

以下の通りお伺いします。 

 

（１）現在の本市の財政状況に関する認識について 

 

（２）第二次南陽市行財政改革大綱の進捗状況と今後の課題

及び取り組みについて 

 

（３）財政の基盤となる人口の見通しについて 

 

（４）今後見込まれる大型の事業について 

 

（５）本市財政の今後の長期的な見通しと市民への周知につ

いて 

 

２．子育て支援都市としての市内公園の整備方針について 

    本市は平成１９年６月に「子育て支援都市宣言」をし、

平成２０年には中央花公園「ドリームランド」がオープ

ンして、多くの親子で賑わう人気のスポットとなってお

ります。一方、全国的に公園遊具での事故が多発したこ

とを受けて、国土交通省は「都市公園における遊具の安

全確保に関する指針」を策定（その後改訂）し、公園遊

具の管理体制や設置基準が厳しくなりました。安全管理

体制を強化し事故の危険性を可能な限り小さくすること

は必要ですが、ややもすると遊具の安易な撤去につなが

る懸念もあります。「子育て支援都市」として、子どもの

健全な発達に有益な都市公園や児童公園等、市内の身近

な公園の遊具について、どのような整備方針をもっての

ぞむのか、以下の通りお伺いします。 

 

市  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 



 ３ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

２ 

 

１ 

番 

 

白 

岩 

孝 

夫 

 

議 

員 

 

 

（１）市内の公園における遊具に係る事故発生状況について 

 

（２）市内の公園における遊具の点検・管理状況について 

 

（３）市内の公園における遊具の設置・修理・撤去及び更新

状況について 

 

（４）今後の市内公園の整備方針について 

 

３ 

１０ 

 

番 

 

 

髙 

 

橋 

 

 

弘 

 

 

議 

 

員 

   

１．市政全般について 

 

（１）再生可能エネルギー政策について 

 

① ２４年度の施政方針の中に、再生可能な地域エネルギ

ーの導入推進等研究を重ね危機管理に万全を尽くすと

あり、再生可能エネルギーを目指したエコタウンの研究

とありますが、具体的にどの様なものなのか伺います。 

 

（２）道路行政政策について 

 

 ① ネクスコ東日本では平成３０年東北中央道福島ジャ

ンクションから上山北インターチェンジまでの完成を

予定しているが、南陽市として完成時今まで以上の車乗

り入れが予想されるが、様々な受け皿をどの様に考えて

おられるか伺います。 

 

（３）市税、収納政策について 

 

 ① 市税、固定資産税がコンビニでも収納可能になり大変

よろこばしいことだと思いますが、もう一段、ふみ込ん

だ政策は出来なかったのか伺います。 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 



 ４ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

４ 

９ 

 

番 

 

 

川 

 

 

合 

 

 

 

猛 

 

 

議 

 

員 

 

１．十分一山景観保全について 

 

（１）十分一山観光基盤整備事業費として平成２２年度が

１，６１４万円内、景観保全として１，１３４万円、ト

レッキング案内ガイド委託料が４８０万円、平成２３年

度が１，４００万円内、景観保全として９００万円、ト

レッキング案内ガイド委託料が５００万円、今年度は景

観保全のみの５００万円と成った。今年度はどのように

事業を進めて行くのかお伺いします。 

 

（２）十分一山の南陽イオンの森ですが、３年間に９００本

の植樹を行い、その後の管理は市で行うとの当初のお話

でした。今年がその３年目と成ります。植樹後の管理は

どのように実施するのか。また現在はどのようにされて

いるのかお伺いします。 

 

２．白竜湖景観保全について 

 

（１）平成２３年度は白竜湖桟橋等施設維持工事として２４

万円の予算でした。平成２４年度は５４万円が計上され

ておりますが、どのような工事を行うのかお伺いしま

す。 

 

（２）田植の時期や、大雨の時駐車場が水没してしまう。土

盛りをする等の対策はとれないのか。２２年の３月議会

でも申し上げたのですが何もしなかったのか。土盛りし

ても沈下してしまうか、駐車場も人の手を加えてはなら

ないと言う事なのかお伺いします。 

 

３．市の教育について 

 

（１）京都府から始まって、全国で連続して、多数の死傷者

の出る痛ましい交通事故が発生している。南陽市内でも

信号無視の車に女子児童がはねられるなどの事故が起

きている。どうやって児童、生徒を守るか、大きな課題

かと思います。警察署からの要請等も有り通学路の安全 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

関係課長 



 ５ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

４ 

９ 

番 

 

川 

 

合 

 

 

猛 

 

議 

員 

点検、再確認が実施されたと思います。各学校どのよう

な問題点があり、また、どのように指導、対処して行く

のかお伺いします。 

 

（２）中学校統合から３年目を迎え新しいスタートと成った

わけですが、まだ２ヶ月足らずですので大きな問題は無

いかと思いますが、現時点での不登校、長期欠席、小学

校も含めての人数をお伺いします。またそれらの問題に

対処するため、今年度より、不登校対策支援事業費とし

て見直しを計り、教育相談室の拡充を計られたと思いま

すがどのような体制でまたどのような内容で実施され

ておりますか、お伺いします。 

 

（３）少子化に伴い、我が中川小学校も昨年度より１クラス

複式学級と成りました。現在市内の小学校で何クラスあ

るのか、また、どのような基準により複式と成るのかお

伺いします。 

 

 

 

５ 

４ 

番 

 

山 

 

口 

 

正 

 

雄 

 

議 

 

員 

 

１．産業のまちづくりについて 

 

（１）雇用対策について 

 

 ① 地域雇用創造推進事業によって、商工業や農業分野の

雇用の掘り起こしを進めると共に、緊急雇用事業を活用

した就業支援を継続して行っていくとされていますが、

夫々どのように具体化されるのかについてお伺い致し

ます。 

 

 ② 非正規雇用者を正社員雇用にしていくための方策に

ついて、市の考えをお伺い致します。 

 

（２）企業誘致について 

 

 ① 誘致活動の現状についてお伺い致します。 

 

 ② 企業誘致目標をどのように設定し、今後の誘致活動を

行っていかれるのかお伺い致します。 

 

市  長 

関係課長 



 ６ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

６ 

７ 

 

番 

 

 

吉 

 

田 

 

 

美 

 

枝 

 

 

議 

 

員 

 

１．高齢者福祉計画について 

   介護保険制度が始まって１２年。介護保険制度の基本

理念は高齢者の自立支援ですが、もし、介護が必要な状

態となった場合には住み慣れた地域で生活を続けるた

めの施策や生活環境の整備が重要になってきます。 

   ６５才以上の高齢者が支払う保険料は今後見込まれ

る介護費用などを基に、各市町村が３年毎に決めている

わけですが、先の３月議会において平成２４年から２６

年度までの第５期南陽市介護保険の基準月額が４，７０

０円に改正されました。 

 

（１）本市の介護保険制度の現状と問題点を伺います。 

 

（２）経済的理由で、利用者負担の関係から希望するサービ

スを抑制しているケースもあると聞きます。負担軽減策

などあるのでしょうか伺います。 

 

（３）介護保険料は制度の開始当初と比較し、月額で２，０

００円程値上がりしています。給付費が増え続けていく

中、今後保険料を抑制する手立てについて伺います。 

 

（４）高齢者が住み慣れた地域で生活を続けるための施策と

してどのようなものがあるか伺います。 

 

（５）本市の高齢者虐待の実態と防止策について伺います。 

 

２．教育日本一を目指す取り組みについて 

 

（１）特別支援教育の現状と課題 

   少子化が進む一方で特別支援の対象となる子どもの

数が増加しています。障がいのある・なしに拘らず、す

べての子どもたちが地域の一員として生活が送ること

ができるような学校教育実現に向けて、特別支援教育の

充実を図る必要があります。 

   本市では発達障がい児への特別支援教育について、基

本的にどのように考え、またそれをどのように進めてい

るかについて伺います。 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

関係課長 



 ７ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

７ 

６ 

 

番 

 

 

片 

 

平 

 

志 

 

朗 

 

議 

 

員 

 

１．生活保護の適正化について 

   ますます広がる格差社会の中で、近年生活保護を受け

られる方が増加している。日本国憲法では「すべての国

民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有す

る」と定めており、私たちは生活保護法の定め条件で、

誰でも権利として生活保護を受ける事ができる。生活困

窮者にとっては最後の砦とも言える。保護申請の拒否や

受給打ち切りで、悲惨な事件へと発展しているケースも

見られる。一方で不正受給もあとを絶たない現状にあ

る。 

そこで、次の何点かお伺いする。 

 

（１）当市の生活保護の現状は(人数・世帯数・保護率等) 

 

（２）当市では生活保護の受給を打ち切ったケースがあるの

か。あるとすればどのようなケースか。 

 

（３）今後の適正化に向けた課題は。 

 

２．学校林の有効活用と条例の改正について 

   平成２０年１２月に起こった旧吉野中学校学校林間

伐被害より早や四年が経とうとしています。事件の真相

解明や損害賠償等の決着はどうなっているのでしょう

か。またこれを契機として、今後の学校林の整備計画や

活用方法及び条例改正など検討されたのでしょうか。 

 

（１）事件の真相解明と損害賠償は。 

 

（２）学校林の整備計画や活用方法は。 

 

（３）南陽市学校林基金の設置、管理及び処分に関する条例

の改正は検討されているのか。 

（平成２２年９月定例会関連質問に対する教育長答弁

参照） 

 

市  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 



 ８ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

８ 

５ 

 

番 

 

 

白 

 

鳥 

 

 

雅 

 

巳 

 

 

議 

 

員 

 

１．通学路の安全確保について 

 

（１）登下校ルートの不安解消等の対策について 

 

 ① 最近、児童・生徒を巻き込んだ交通事故に関し、教育

現場の登下校時の安全対策について伺う。 

 

 ② 通学路の安全点検の実施及び結果についての対応、対

策について伺う。 

 

 ③ 交通事故撲滅についての活動、取り組みについて伺う。 

 

２．空き家対策について 

 

① 今後も増加して行く空き家等の行政の関わりや対策、

対応について伺う。 

 

② 空き家の防犯や火災などの管理について伺う。 

 

③ 空き家の適正管理に関する条例制定の検討をするべき

と考えるが、見解を伺う。 

 

３．南陽市の人口減少に歯止めをする施策について 

 

① 現在の状況で維持した場合、第５次南陽市総合計画で

平成３２年の目標人口３２，０００人を下回ると思うが

今後の対策について伺う。 

 

② 結婚推進室では今までどの様な活動をされて来て、成

果はどうだったのか伺う。 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 



 ９ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

９ 

２ 

 

番 

 

 

高 

 

橋 

  

 

一 

 

郎 

 

 

議 

 

員 

 

１．東日本大震災後の第５次南陽市総合計画の施策について 

 

（１）第５次南陽市総合計画は２００９年１１月の第１回策

定委員会から１年半をかけて２０１１年３月に公表し

たが、東日本大震災発生前の策定であり、震災後の住民

ニーズは防災・減災、環境とエネルギー問題に意識が大

きく変わりました。市民の多くは利益・経済優先の社会

やしくみより安全・安心の環境、電気も地産地消する社

会への転換を求めています。 

具体的には、避難施設は電気がつくのか、毛布はある

のか等の防災設備や資機材のこと、土地や農畜産水産物

の放射能汚染は大丈夫だろうか。山形県が提唱している

卒原発再生可能エネルギーに転換すべきではないか。な

ど、今真に求めているものは安全・安心を最優先する持

続可能な社会であり、それこそがかけがいのないブラン

ドだと思います。生きるのに譲れないことは汚染されて

いない水と空気と食糧です。 

大震災の教訓をタイムリーに活かすためにも、第５次

南陽市総合計画の教育・産業・健康の３本柱に加えて、

①災害に強い南陽市、②エネルギー戦略（グリーンイノ

ベーション）の施策を柱に据え、事業に参加する市民に

潤いを与え、雇用の創出も図られるようにするべきだと

思うが見解をお伺いします。 

 

２．総合文化施設（新文化会館）建設について 

   欧州経済危機の財政影響や人口減少・市税収入が伸び

ない構造的な縮小経済での大プロジェクトであること。

学校建設や耐震化工事と違い稼動率が大きく問われる

施設であること。などから市民の関心はとても高く質問

や意見が寄せられています。現施設の老朽化を見れば、

やみくもに反対するのではありませんが、以下の疑問点

や問題点をお伺いします。 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 



 １０ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

９ 

２ 

 

番 

 

 

高 

 

橋 

 

 

一 

 

郎 

 

 

議 

 

員 

 

（１）建設場所、規模、建設時期などを決定する手法について 

   第５次南陽市総合計画策定においては、振興審議会に

諮問し、市民意向調査、市長と語るスクールミーティン

グ、パブリックコメント、タウンミーティングを行い、

ていねいな市民参加型の手法でした。 

総合文化施設（新文化会館）建設については、そのよ

うな手法をとらずに場所については市役所南と決めてい

るやに聞いています。 

そのとおりなのでしょうか。お伺いします。 

 

（２）建設場所が市役所南だとしたら、以下の問題が考えら

れます。 

 

① 現在は消防署の交差点と北側からの出入口しかないた

め、混雑の緩和と、災害想定の危機管理のためにもアク

セス道路が必要になる。 

地形状南側につくるとなると位置的には国道１１３ 

号の弧線橋を北進してすぐの取り付けになると思われ

る。 

とすれば、国道１１３号の渋滞と事故を誘発する恐れ

があり、集客の障害のみならず、行きづらい帰りづらい

場所を選定することにならないのか。お伺いします。 

 

（３）財政面の検証 

本年５月１６日の市報でシリーズ新文化会館「市の財

政を考える」では実質公債比率、地方債残高、基金の推

移についてのシミュレーションを説明し、財政面では一

見問題ないように書かれています。 

しかし、第２次行財政改革大綱（平成２２年４月）２、

財政状況と見通し（１）本市の財政状況の説明文では、

次のように記されています。 

（略）これまでも歳出削減の努力を最大限に行ってきて

いますが、その効果もほぼ限界にあり、加えて小中学校

整備事業による一般財源の出動と、公営企業を含めた今

後の借入金残高が高水準になることから、財政調整基金

も枯渇し、財政赤字も懸念されるような、極めて厳しい

状況が続くと予想されます。（略） 

 

 



 １１ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

９ 

２ 

 

番 

 

 

高 

 

橋 

 

 

一 

 

郎 

 

 

議 

 

員 

このように、市報の説明と行革大綱では財政認識に違

いがあると思います。見解と次の点をお伺いします。 

 

① 管理運営経費ランニングコストの額はいくらで計上 

されているか。 

 

② アクセス道路は本当に市道通常予算の範囲内ででき

るのか。 

 

③ 現在の市民会館の取り壊し費用はどうするのか。 

 

④ 実質公債比率は地方債発行に係る県の許可が不要な

１８％未満で見るべきではないのか。 

 

⑤ この施設建設をすることで、他の補助事業の市負担 

や市単独事業が減るなど市民のくらしにしわ寄せがこな

いのか。 

 

（４）市民参加の設計と運営母体の育成について 

芸術文化の拠点としての新文化会館建設の前提にある

のは、人づくりとまちづくりにあると思います。 

新文化会館についての検討過程及び今後の方向性につ 

いての説明では、（略）基本構想及び基本計画づくりを進

めるにあたり、市民懇話会等を設置し、多くの市民の皆

さんに作業に参加していただき、市民が本当に望む施設

の建設を目指していきたいと考えております。 

（市民による市民のための拠点づくり）と記載されて

います。 

このことは、行政主導ではなく市民主導の計画策定と

運営をしなければ稼働率の高い運営ができないとの認識

で考え方は一致します。 

であれば、建設の前に運営母体の育成が先にくるべき

であり、それには相応の時間とエネルギーが必要であり

順序が逆であると思われるが、見解をお伺いします。 

また、本年度の基本設計はプロポーザル方式での委託

実施ということですが、市民懇話会等の意見反映が十分

できるのかお伺いします。 

 

 



 １２ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

９ 

２ 

 

番 

 

 

高 

 

橋 

 

 

一 

 

郎 

 

 

議 

 

員 

 

３．赤湯温泉の新源泉試掘と温泉の多目的な活用について 

 

（１）本年３月２１日に烏帽子源泉からの温泉の供給ができ

なくなり、公衆浴場の烏帽子湯は、現在森の山源泉から

供給を受けています。森の山１号・２号源泉の揚湯許可

量は８２０Ｌで公衆浴場、旅館、公共保養所、その他保

健福祉施設にほぼマックスの状況で供給していると聞

いております。 

大地震などにより森の山源泉が不能状況に陥ること 

があれば、赤湯温泉ひいては南陽市の死活問題になりか

ねません。 

赤湯温泉の活用は、言うまでもなく第５次南陽市総合

計画の教育・産業・健康の実践に欠くことのできないこ

とです。 

ついては、温泉供給停止を未然に防ぎ南陽市の未来の

ために新源泉の試掘に向けた予算措置を望みますが見解

をお伺いします。 

また、赤湯温泉は飲泉もできますが、脳の働きを活性

化するリチウムイオン濃度が高いと聞いています。赤湯

温泉の効能は入浴だけでないことをＰＲすることで赤湯

温泉のグレードアップにもつながると思います。 

また、温泉の多目的な活用（融雪、エネルギー、農業）

についても研究していただきたいと思いますがあわせて

お伺いします。 

 

 

市  長 

関係課長 



 １３ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

１０ 

１５ 

 

番 

 

 

佐 

 

藤 

 

 

 

明 

 

 

議 

 

員 

 

１．就学援助制度ついて 

 

（１）教育費などを補助する制度となっておりますがなって

いるのか。 

 

（２）支給項目と支給金額、支給方法は。 

 

（３）今後、制度の改善に向けての具体策は。 

 

２．ハイジアパーク運営と今後のあり方について 

 

（１）経営理念として、「市民の保養、健康増進及び地域活

性化」のための事業を積極的に行い市民福祉、地域振興、

地域全体のイメージアップという政策使命の達成を図

ると述べておられますが具体的にどのようにされるの

か。 

 

（２）経営方針と目標は。 

 

（３）市内、市外、県外の入館数は。 

 

（４）節目の２０周年という記念の年に初心にかえって大い

にアピールを。 

 

 

市  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

 

 

 


